
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

マ
ス
コ
ミ
各
社
の
予
想
は
大
は

ず
れ
、
高
市
早
苗
氏
が
自
民
党

総
裁
に
決
ま
っ
て
驚
か
さ
れ
た
。

世
界
は
激
動
期
だ
。
西
欧
で
は
、

中
東
の
戦
火
で
生
じ
た
大
量
の
移

民
が
社
会
を
混
乱
さ
せ
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
唱
え
る
右
派
が
勢
い

づ
く
。
１
９
９
１
年
の
ソ
連
崩
壊

後
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
加
盟
国
を
増
や

し
東
方
へ
急
拡
大
し
て
ロ
シ
ア
の

逆
鱗
に
触
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
と
な
り
、Ｅ
Ｕ
諸
国
は
戦
費
負

担
で
疲
弊
す
る
。
単
独
覇
権
を

誇
っ
て
き
た
米
国
も
、
補
正
予
算

が
上
院
を
通
ら
ず
政
府
機
関
が

閉
鎖
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
野
党
民
主
党
と
の
闘
い

は
し
烈
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
中

国
や
ロ
シ
ア
へ
の
敵
視
を
や
め
、

巨
大
な
ア
ジ
ア
市
場
に
歩
み
寄

り
、
政
治
的
に
は
米
州
主
義
に
転

換
し
た
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、

高
市
氏
は
ど
う
す
る
の
か
。
中
国

の
脅
威
と
台
湾
有
事
を
声
高
に
叫

ば
れ
て
き
た
が
、
緊
張
緩
和
と
平

和
の
維
持
こ
そ
が
政
治
の
仕
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
青
）

主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト

①
法
律
名
の
変
更
：
こ
れ
ま
で
の

「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
」

が「
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
」に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
下
請
法
」
を
改
正
し
て
中
小
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
、立
場
の
弱
い
受
注
者
が
発
注
者
か
ら
不
当
な
扱
い
を
受
け
な

い
よ
う
に
し
、公
正
な
取
引
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
法
律

で
す
。特
に
、
価
格
交
渉
の
機
会
が
な
く
不
利
益
を
被
る
よ
う
な
慣
行

を
防
ぐ
た
め
、発
注
者
に「
協
議
の
義
務
」を
課
し
て
い
ま
す
。

中
小
受
託
取
引
適
正
化
法

２
０
２
６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
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②
保
護
対
象
の
拡
大
：
資
本
金
に

関
係
な
く
、
す
べ
て
の
発
注
者
が

規
制
対
象
に
。フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も

含
ま
れ
ま
す
。

③
対
象
取
引
の
追
加
：「
特
定
運

送
委
託
」や「
金
型
以
外
の
型
・
治

具
等
の
製
造
委
託
」
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

④
価
格
交
渉
の
義
務
化
：
原
材
料

費
や
労
務
費
の
高
騰
時
、
発
注
者

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

会
員
訪
問
・「
す
な
っ
く  

お
か
え
り
〜
」（
４
面
）／
イ
ン
フ
ル
Ａ
型
流
行
へ（
６
面
）

　前回好評でした堀達也元北海道知事をお招き

し、テーマは未定ですが、道政の課題などについて

講演していただく予定です。多数出席ください。

15 時～ 17 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

11月20日（木）

第８回チャランケ経済セミナー

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

は
協
議
を
拒
否
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

⑤
手
形
払
い
の
禁
止
：
受
注
者
の

資
金
繰
り
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
手
形
な
ど
の
支
払
い
手
段
に

制
限
が
加
わ
り
ま
す
。

（1）



（２）
　

公
正
取
引
委
員
会
北
海
道
事
務

所
は
９
月
26
日
、
来
年
１
月
に
施

行
さ
れ
る
改
正
下
請
法
の
説
明
会

を
札
幌
市
内
で
開
い
た
。道
内
に
は

ま
だ
法
改
正
を
知
ら
な
い
企
業
も

多
く
、広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

北
海
道
新
聞
に
よ
る
と
、
公
取

委
道
事
務
所
の
寺
本
一
彦
下
請
課

長
が
法
改
正
の
目
的
や
ポ
イ
ン
ト

を
以
下
の
通
り
説
明
し
た
。

　

取
引
先
企
業
か
ら
部
品
製
造
や

修
理
な
ど
を
請
け
負
う
下
請
け
業

者
は
、
委
託
側
に
対
し
て
立
場
が

弱
く
、不
当
な
扱
い
を
受
け
て
も
泣

き
寝
入
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

下
請
法
は
、
会
社
規
模
の
大
き

い
委
託
側
に
代
金
支
払
日
の
明
示

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

な
ど
を
義
務
づ
け
、「
代
金
の
減

額
」「
不
当
な
返
品
」
な
ど
を
禁
じ

て
い
る
。違
反
し
た
場
合
は
指
導
・

勧
告
を
行
い
、
最
高
50
万
円
の
罰

金
を
科
す
。公
取
委
道
事
務
所
は

２
０
２
４
年
度
に
合
計
２
６
１
件

の
指
導
・
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
人
件
費
や
原
材
料
価
格

が
高
騰
。下
請
け
業
者
が
価
格
転

嫁
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
化
し
て

い
る
。政
府
は
下
請
法
を
改
正
し
、

委
託
側
が
「
一
方
的
な
代
金
の
決

定
」
を
す
る
こ
と
な
ど
を
禁
止
項

目
に
追
加
す
る
。具
体
的
に
は
「
理

由
を
説
明
せ
ず
に
値
下
げ
す
る
」

「
下
請
け
側
が
値
上
げ
協
議
を
求

め
た
の
に
無
視
す
る
」
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
と
い
う
。法
律
の
名
称

変
更
は
、
条
文
の「
下
請
事
業
者
」

と
い
う
文
言
も
「
中
小
受
託
事
業

者
」に
変
え
、委
託
側
と
下
請
け
側

が
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
意

識
づ
け
る
と
い
う
。

低
い
道
内
の
認
知
度

　

課
題
は
周
知
の
徹
底
だ
と
い

う
。帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク（
東
京
）

　

高
市
早
苗
氏
が
自
民
党
総
裁

に
決
ま
っ
た
。
参
院
選
か
ら
２

カ
月
半
、
国
民
生
活
を
置
き
去

り
に
し
、
政
治
空
白
を
作
り
出

し
た
自
民
党
の
責
任
は
極
め
て

重
い
！

　

立
憲
民
主
党
と
自
民
党
、
公

明
党
は
９
月
25
日
、「
政
治
改

勝
部
賢
志
の
国
会
報
告  　
３
党
合
意
の
議
論
は
引
き
継
ぐ

革
に
か
か
わ
る
協
議
」
と
「
給

付
付
き
税
額
控
除
の
制
度
設
計

に
向
け
た
協
議
」
を
始
め
た
。

３
党
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
、

政
治
改
革
は
企
業
団
体
献
金
の

規
制
強
化
を
目
指
す
も
の
。
３

党
は
立
憲
民
主
党
が
参
院
選
で

公
約
し
た
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定

税
率
廃
止
に
つ
い
て
も
議
論
を

加
速
す
る
こ
と
で
合
意
。
自
民

党
は
３
つ
の
協
議
・
議
論
は
新

総
裁
の
も
と
で
引
き
継
ぐ
と
し

て
い
る
。

道商工連協同組合理事長
参議院議員（北海道選挙区）

か
つ
べ
け
ん
じ



（３）

が
６
月
に
全
国
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
法
改
正
を「
知
っ
て
い
る
」と

答
え
た
企
業
は
全
体
の
57
・
４
％
、

道
内
に
限
る
と
42
・
４
％
だ
っ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
価
格
転
嫁
を

進
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
省
の
担
当
部
署
で
あ
る
「
物

流
・
自
動
車
局
物
流
事
業
課
長
の

三
輪
田
優
子
氏
が
毎
日
新
聞
９
月

10
日
付
に
寄
稿
し
て
い
る
の
で
、
要

約
し
て
内
容
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　　

各
地
域
が
生
業
と
す
る
農
水
産

物
や
工
業
製
品
な
ど
、ほ
と
ん
ど
が

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
価

格
転
嫁
や
賃
上
げ
が
進
ま
な
い
代

表
業
種
の
一
つ
だ
。ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
も
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。背
景
に
は
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
取
引
段
階
そ
れ
ぞ

れ
に
要
因
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
最
も
川
上
の
荷
主
と
元

請
け
運
送
事
業
者
の
取
引
関
係
で
、

荷
主
の
立
場
が
圧
倒
的
に
強
い
。こ

　

公
取
委
北
海
道
事
務
所
は
年

内
に
苫
小
牧
や
旭
川
な
ど
道
内
の

主
要
都
市
で
説
明
会
を
開
く
予

定
。同
事
務
所
の
鈴
木
芳
久
所
長

は
「
北
海
道
庁
や
各
地
の
商
工
会

議
所
な
ど
の
関
係
機
関
に
協
力
を

依
頼
し
、
法
改
正
を
知
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
努
め
る
」と
し
て
い
る
。

の
是
正
の
た
め
、①
25
年
４
月
施

行
の
改
正
物
流
法
に
基
づ
く
、
荷

主
等
に
対
す
る
荷
待
ち
・
荷
役
時

間
の
短
縮
等
の
た
め
の
取
り
組
み

義
務
化
、②
改
正
下
請
法
の
執
行

や
、公
正
取
引
委
員
会
、中
小
企
業

庁
と
の
連
携
強
化
、③
昨
年
秋
に

体
制
を
大
幅
拡
充
し
た
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
是
正
指

導
な
ど
で
、
適
正
な
価
格
転
嫁
や

賃
上
げ
原
資
の
確
保
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
を
進
め
る
。

　

第
二
に
、
元
請
け
か
ら
実
際
に

荷
物
を
運
ぶ
実
運
送
事
業
者
ま
で

の
間
に
多
重
取
引
構
造
が
あ
る
。

昨
年
秋
の
実
態
調
査
で
、
繁
忙
期

に
関
わ
ら
ず
発
生
し
、
運
送
事
業

者
間
の
力
関
係
や
、
中
抜
き
を
当

然
視
す
る
商
慣
行
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。解
消
に
向
け
、
25
年
４

月
か
ら
の
改
正
物
流
法
に
基
づ
く

多
重
取
引
構
造
の
可
視
化
な
ど
に

加
え
、
議
員
立
法
で
制
定
さ
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
２
法
で
、①
運

送
の
再
委
託
を
原
則
２
次
ま
で
に

制
限
、②
運
送
委
託
の
受
発
注
時

に
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る「
適

正
原
価
」
を
継
続
し
て
下
回
ら
な

い
こ
と
を
確
保
す
る
義
務
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

第
三
に
、
川
下
の
実
運
送
事
業

者
は
、中
小
零
細
事
業
者
が
多
く
、

法
令
違
反
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
発
生

し
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
２
法

に
よ
る
５
年
ご
と
の
事
業
許
可
更

新
制
度
や
、「
違
法
白
ト
ラ
」の
取

り
締
ま
り
で
、
荷
主
も
罰
則
適
用

や
是
正
指
導
の
対
象
に
含
め
る
な

ど
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
法

令
順
守
を
図
っ
て
い
く
。業
界
団
体

ト
ッ
プ
へ
も
大
臣
か
ら
、
価
格
転
嫁

な
ど
に
よ
る
収
入
上
昇
分
を
ド
ラ

イ
バ
ー
の
賃
上
げ
に
確
実
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
要
請
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
価
格
転
嫁
を
進
め
る

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
す

国交省



（４）

　

ス
ス
キ
ノ
に
あ
る「
す
な
っ
く 

お

か
え
り
〜
」
は
、「
帰
り
た
く
な
る

居
場
所
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

森
の
隠
れ
家
み
た
い
な
、安
心
感
の

漂
う
お
店
だ
。

　

店
は
マ
マ
の
飯
島
秀
吏
さ
ん
が

一
人
で
切
り
盛
り
す
る
が
、混
ん
で

来
る
と
、い
つ
の
間
に
か
常
連
客
が

カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
入
っ
て
水
割
り

を
作
っ
て
く
れ
た
り
す
る
。

　

気
さ
く
で
居
心
地
が
良
い
と
評

判
で
、
つ
い
つ
い
長
居
を
し
て
し
ま

う
。初
め
て
で
も
緊
張
せ
ず
に
楽
し

め
る
空
気
感
が
あ
り
、心
の
癒
や
し

も
得
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　

客
層
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
中
心

和
や
か
で「
安
心
感
の
漂
う
お
店
」

ん
ど
な
い
が
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ワ
ー

ル
ド
に
行
っ
て
き
た
け
ど
、
さ
び
れ

た
感
じ
が
し
て
少
し
寂
し
か
っ
た

な
」と
い
う
。

　

小
学
校
か
ら
は
美
唄
で
育
っ
た
。

現
在
、
安
田
侃（
か
ん
）彫
刻
美
術

館「
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
」に
再

生
さ
れ
た
、
閉
校
し
た
市
立
栄
小

学
校
に
通
っ
た
。「
残
さ
れ
た
校
舎

の
、
教
室
の
か
ば
ん
掛
け
の
フ
ッ
ク

に
兄
の
名
前
が
残
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
！
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
す
。生

ま
れ
育
っ
た
場
所
が
、姿
を
変
え
な

が
ら
も
、
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
の

は
、深
刻
な
過
疎
化
で
さ
び
れ
る
北

海
道
で
は
幸
運
に
思
え
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
オ
ー
ナ
ー
に

　

中
学
時
代
に
札
幌
に
転
校
し
、

高
校
卒
業
後
に
就
職
。夜
は
ス
ナ
ッ

ク
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
て
い
た
。

勤
め
て
い
た
店
が
閉
じ
た
の
を
機

に
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
め
た
の
だ
が
、

２
０
１
２
年
、「
空
い
た
店
舗
が
あ

る
の
で
や
ら
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
て

こ
の
店
を
開
店
し
た
と
い
う
。

す
な
っ
く 

お
か
え
り
〜

だ
が
、
常
連
に
は
ド
ク
タ
ー

や
会
社
経
営
者
ら
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
利
用
も
多
く
、
年
齢

も
20
代
か
ら
70
代
ぐ
ら
い
ま

で
と
幅
広
い
。雰
囲
気
は
実

に
穏
や
か
で
話
し
や
す
い
客

が
多
く
話
題
も
豊
富
で
楽
し

い
。女
性
が
一
人
で
も
安
心
し

て
と
け
込
め
る
。

炭
鉱
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て

　

飯
島
さ
ん
は
芦
別
の
生
ま

れ
。油
谷
炭
鉱
が
あ
っ
た
所

で
、
現
在
は
芦
別
温
泉
ス
タ

ー
ラ
イ
ト
ホ
テ
ル
の
あ
る
地

域
だ
。当
時
の
記
憶
は
ほ
と

和
や
か
に
歓
談
す
る
常
連
客
の
皆
さ
ん（
左
端
が

マ
マ
の
飯
島
秀
吏
さ
ん
）

　

自
民
党
総
裁
選
で
高
市
早
苗
氏

が
当
選
し
た
が
、
政
治
の
話
も
こ

店
で
は
オ
ー
プ
ン
だ
。

「
ケ
ン
カ
は
見
た
こ
と
が
な
い
」

　

カ
ラ
オ
ケ
モ
ニ
タ
ー
の
下
の
壁

に
、
徳
永
エ
リ
参
議
院
議
員
や
、
勝

部
賢
志
参
議
院
議
員
、
道
下
大
樹

衆
議
院
議
員
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

混
ざ
っ
て
高
橋
は
る
み
参
議
院
議

員
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
張
っ
て
あ

る
。常
連
さ
ん
が
張
っ
て
い
く
公
認

の
場
所
の
よ
う
だ
。「
こ
こ
は
ハ
イ
ソ

の
客
が
多
く
10
年
通
っ
て
い
る
が
、

客
同
士
の
ケ
ン
カ
は
一
度
も
見
た

こ
と
が
な
い
ね
」
と
常
連
の
ド
ク
タ

ー
。酒
場
で
政
治
の
話
は
タ
ブ
ー
と

い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ

わ
き
ま
え
て
い
る
の
で
、
意
見
の
違

い
も
ケ
ン
カ
に
な
ら
な
い
。

　

60
代
の
男
性
が
若
い
女
性
二
人

と
来
て
、カ
ラ
オ
ケ
を
２
曲
歌
い
和

や
か
に
歓
談
し
て
い
る
。新
た
に
女

性
の
一
人
客
が
来
て
常
連
と
楽
し

そ
う
に
話
し
て
い
る
。女
性
ら
と
来

た
男
性
は
連
れ
の
会
計
も
済
ま
せ

て
一
足
先
に
帰
宅
し
た
。

　

上
士
幌
か
ら
日
ハ
ム
の
観
戦
に

き
た
団
体
が
、常
連
客
の
紹
介
で
こ

店
主  

ひ
で
り

会員訪問

飯
島
秀
吏
さ
ん 

の
店
に
来
た
話
題
や
、
札
幌
市

内
で
も
ケ
ガ
人
が
出
て
い
る
ク

マ
被
害
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

な
ど
話
は
尽
き
な
い
。

　

若
い
女
性
が
、
初
め
て
来
た

当
時
の
話
を
し
て
く
れ
た
。「
親

が
早
く
亡
く
な
っ
た
の
で
、
家
庭

で
作
っ
て
も
ら
っ
た
ご
飯
を
食
べ

て
な
い
の
。自
分
の
た
め
に
作
っ

て
く
れ
た
ご
飯
が
食
べ
た
い
と

話
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
う
し

た
ら
、マ
マ
が
運
動
会
の
豪
華
な

お
重
の
よ
う
な
お
弁
当
を
作
っ

て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。私
、

感
激
し
て
…
。ま
だ
来
た
ば
っ
か

り
な
の
に
、
優
し
い
ん
で
す
よ
」

と
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。

ス
ナ
ッ
ク
デ
ビ
ュ
ー
に
も
最
適

　

お
得
な
の
が
「
飲
み
放
題
」で

２
時
間
３
０
０
０
円
。ハ
ウ
ス

ボ
ト
ル
の
ウ
イ
ス
キ
ー
・
焼
酎
・

ハ
イ
ボ
ー
ル
な
ど
が
お
つ
ま
み

付
き
で
飲
め
、カ
ラ
オ
ケ
も
唄
い

放
題
。初
心
者
の
ス
ナ
ッ
ク
デ
ビ

ュ
ー
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

　

明
朗
会
計
で
ボ
ッ
ク
ス
席
も

あ
る
の
で
、小
さ
な
飲
み
会
や
二

次
会
に
も
利
用
し
や
す
い
。

札
幌
市
中
央
区
南
５
西
３

ニ
ュ
ー
す
す
き
の
ビ
ル
９
階

電
話 

０
１
１
・
２
１
２
・
１
３
７
３

営
業 

19
時
〜
24
時
半　

定
休 

日
曜
・
祝
日



（５）

国
民
の
命
は
国
の
も
の
じ
ゃ

な
い

「
し
ゃ
ー
な
い
」
も
混
じ
り
全

会
一
致
す
る

パ
リ
コ
レ
を
見
て
心
中
は「
何

じ
ゃ
こ
り
ゃ
」

咳
込
め
ば
道
が
開
け
る
満
員

車盆
の
ハ
エ
叩
い
ち
ゃ
っ
た
が
じ

い
じ
か
も

独
り
だ
と
借
り
た
猫
だ
わ
女

子
高
生

「
勉
強
に
な
り
ま
す
」
そ
れ

で
終
わ
る
奴

「
負
け
て
る
」
と
言
え
ば
い
い

の
に
「
ビ
ハ
イ
ン
ド
」

お
見
舞
い
に
数
珠
を
手
に
し

て
来
な
い
で
よ

弁
当
に
妻
が
表
現
す
る
怒
り

地
獄
に
は
鉱
物
資
源
あ
り
そ

う
だ

歪
み
っ
て
不
正
と
書
く
ね
な

る
ほ
ど
ね

体
脂
肪
厚
く
て
押
せ
ぬ
痩
せ

る
ツ
ボ

快
楽
だ
酒
に
刺
身
に
膝
に
猫

                （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

厚
生
労
働
省
は
10
月
３
日
、
全

国
の
定
点
医
療
機
関
で
１
週
間
に

報
告
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
者
数
が
１
医
療
機
関
当
た
り

１
・
04
人
と
な
り
、「
流
行
期
入
り

の
目
安
」と
さ
れ
る
１
人
を
上
回
っ

た
と
発
表
し
た
。昨
年
よ
り
１
カ

月
ほ
ど
早
い
。

　

救
急
・
集
中
治
療
の
現
場
で
は
、

延
命
措
置
の
中
止
を
含
む
終
末
期

医
療
の
判
断
が
難
し
く
、
複
数
の

医
療
学
会
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

定
を
進
め
て
い
ま
す
。患
者
の
意
思

を
尊
重
し
た
医
療
を
実
現
す
る
に

は
、「
人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」の
普

及
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
役
割
と
現
状

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
患
者
が
望
む
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
家
族
や
医
療
者

と
事
前
に
話
し
合
う
取
り
組
み
で

す
。希
望
は
変
化
す
る
た
め
、
継
続

　

都
道
府
県
別
で
は
、
９
月
22
〜

28
日
の
定
点
当
た
り
の
患
者
数
が

最
も
多
い
の
は
沖
縄
県
で
８
・
98

人
。次
い
で
東
京
都
１
・
96
人
。北

海
道
は
０
・
57
人
だ
っ
た
。

　

札
幌
市
の
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
に
よ
る
と
、
９
月
29
日
〜
10
月

５
日
の
調
査
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

札
幌
市
南
区
の
中
学
校
で
学
級
閉
鎖
も

Ａ
型
Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
は
前
週
比
１
・

５
倍
に
増
加
し
て
い
て
、「
今
後
の

動
向
に
注
意
が
必
要
」
と
し
て
い

る
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｂ
型
は
不
検

出
だ
っ
た
。市
内
南
区
の
中
学
校
で

学
級
閉
鎖
も
発
生
し
て
い
る
の
で

流
行
は
近
く
ま
で
来
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

厚
労
省
は
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

着
用
、
予
防
接
種
な
ど
の
感
染
対

策
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
流
行
の
き
ざ
し

健  康

現
場
で
求
め
ら
れ
る
対
話
と
判
断
力

終
末
期
医
療
と「
人
生
会
議
」

健  康

的
な
対
話
が
重
要
で
す
。し
か
し
、

厚
労
省
の
調
査
で
は
「
よ
く
知
っ
て

い
る
」と
答
え
た
人
は
５
・
９
％
に

と
ど
ま
り
、
実
際
に
話
し
合
っ
て
い

る
人
も
約
３
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

現
場
で
の
課
題
と
限
界

　

救
急
搬
送
時
な
ど
、
患
者
の
意

思
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
治
療
判
断

を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、Ａ

Ｃ
Ｐ
の
結
果
を
医
療
現
場
で
共
有

す
る
仕
組
み
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
前
の
意
思
決
定
だ
け
で

は
限
界
も
あ
り
、
実
際
の
治
療
体

験
に
よ
っ
て
希
望
が
変
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
人
工
呼
吸
器
を
望

ま
な
い
と
話
し
て
い
た
若
い
患
者

が
急
変
後
に
装
着
さ
れ
、
鎮
静
を

解
除
し
て
意
思
を
確
認
す
る
と

「
思
っ
た
よ
り
苦
し
く
な
か
っ
た
」と

受
け
入
れ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る

　

日
本
緩
和
医
療
学
会
の
木
沢
義

之
理
事
長
は
「
事
前
の
意
思
表
明

に
無
条
件
に
従
う
の
で
は
な
く
、本

人
の『
現
在
』の
意
向
を
確
か
め
る

努
力
が
必
要
」
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。Ａ
Ｃ
Ｐ
は
一
度
き
り
の
決
定
で

は
な
く
、
柔
軟
で
継
続
的
な
対
話

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


